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仕 様 書

１．総則

(1) 受注者は、設計図書（図面、工事仕様書等（閲覧補足説明書及び同書に対する質問回答書を含む、以下

同じ。）をいう。以下同じ。）、工事請負契約書及び関係法令の内容について熟知の上、工事現場の状況

に精通し、工事が完全に施工されるよう公正な立場に立って、かつ責任をもって以下の監理業務を行うも

のとする。

(2) 発注者は、対象工事の監督員業務のうち、本仕様書で定める業務について受注者に委託する。

(3) 受注者は、本業務を履行するにあたり、業務担当技術者を定めるものとする。また、受注者は業務担当

技術者のうちから監督員の業務を分担する者を定め発注者に通知し、その承諾を得るものとする。

(4) 受注者は工事監理にあたり、設計・施工内容上疑義が生じた場合は、直ちに市の監督員（以下「市監督

員」という。）に通知し、市監督員及び市が必要と認めて派遣する設計者と協議のうえ、適切に監理を行

うものとする。

(5) その他、この仕様書に定める業務の処理に関して疑義が生じた場合は、速やかに発注者、受注者双方が

協議して定めるものとする。

２．業務概要

(1) 業 務 名：（仮称）大麻町総合防災センター整備事業工事監理業務

(2) 業 務 箇 所：鳴門市大麻町板東

(3) 履 行 期 間：契約書による

(4) 業務対象工事

本業務の対象となる工事（以下「対象工事」という。）は、下記のとおりとする。

工 事 名 工 期 設計金額(千円) 備 考

（仮称）大麻町総合防災センター整備事業 約15ヶ月 約1,290,000千円

３．業務内容

(1) 設計監理業務

ア 設計意図を工事請負業者に正確に伝えるために必要な打合せ及び図面等の作成。

イ 設計図書に基づいて工事受注者が作成する各種施工図、模型、材料、仕上げ見本及び機器製作図の

検討及び承諾。

ウ 設計変更が生じた場合の、市監督員等との協議並びに設計変更図書の作成及び工事費の積算。ただし、

工事費の変更による委託料の額の変更は行わないものとする。なお、積算の内訳書等作成については、

営繕積算システム(RIBC2)によるものとする。（ライセンス費は本業務に含む。）

(2) 現場監理業務

ア 設計図書に基づく工程の管理、立会い、工事施工状況の検査及び工事材料の試験若しくは検査。

イ 契約の履行に関し、市監督員が工事請負業者に対して行う指示、承諾又は協議についての事前の検討。

ウ 工事に関連する関係諸機関との協議。
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エ 関連する２以上の工事における工程等の調整。

オ 市監督員と工事受注者及び関係機関等との連絡。

カ 工事の内容に変更等の必要があると認められた場合、その理由及び事項の報告。

キ 対象工事の竣工検査及び中間前金払、部分払い検査に対する協力。

ク 契約図書に基づき、工事受注者から市監督員に提出される書類等の整理。

ケ 工事に関する官公署への提出書類等の作成及び申請手続き。

コ 工事定例会議の開催、会議の進行及び議事録の作成。

サ 工事に関する官公署への提出書類（中間・完了検査）等の作成、及び申請手続き。（手数料含む）

４．業務担当技術者の種別及び資格等

業務担当技術者は次のとおりとする。

業務着手時に委託業務担当技術者選任届を提出すること。

(1) 管理技術者（１名以上）

管理技術者は、一級建築士の資格を有し（ただし、発注者の承諾を得たときは、この限りでない。）、

かつ対象工事全般についてその設計図書を掌握し、工事の施工監理について高度の技術・経験及び能力を

有するものとする。

(2) 主任担当技術者（１名以上）

主任担当技術者は工事について、その設計意図を充分に理解し、設計内容に精通すると共に、工事の施

工監理について相当の経験と能力を有するもので、大学卒業後５年以上又はそれと同等の経験を有するも

のとする。

５．業務の処理要領

(1) 発注者は市監督員を定め受注者に通知する。

(2) 発注者は対象工事について、工事請負契約の締結又は変更を行った場合、若しくは工事受注者に対し

て、この業務に関する内容の指示を与えたときは、遅滞なく受注者にその内容を通知するものとする。

(3) 受注者は、業務の経緯及び履行状況が確認できるように、必要な図書及び記録を整理し、市監督員の指

示により直ちに提出するものとする。

(4) 受注者は、業務を処理した場合は、その都度、その概要を文書により市監督員に報告するものとする。

(5) 受注者の担当技術者と市監督員の上記以外の処理業務については、別表「工事監理業務処理要領表」に

よるものとする。

なお、別表に定めのない事項については、発注者、受注者双方が協議のうえ実施するものとする。

(6) 受注者は、発注者に下記の書類を提出するものとする。

なお、様式については発注者の指示によるものとする。

(ア) 着手時

○ 業務委託履行計画承認申請書

○ 委託業務担当技術者選任届

○ 工事監理業務処理計画表

(イ) 各月末（翌月の７日までに提出）

○ 工事監理状況報告書

(ウ) 部分払時

○ 委託業務一部完了検査請求書

○ 工事進行写真、監理日誌、監理状況写真、打合せ簿及び各種記録簿

○ 工事出来高数量調書

(エ) 完了時

○ 委託業務完了検査請求書
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○ 工事竣工及び完了写真、監理日誌、監理状況写真、打合せ簿及び各種記録簿

○ 工事監理業務処理結果表

(オ) 随時

○ 別表「工事監理業務処理要領表」で定められた報告書類

○ その他必要な書類

６．貸与品、その他

(1) 対象工事の設計図書に定められた監督員事務所及びその備品のうち、市監督員の指定するものは、この業

務に関し無償で使用する事ができる。これらの貸与品は、善良な管理者の注意をもって使用しなければなら

ない。

(2) この業務を行うに必要な業務資料は、貸与又は閲覧することができる。貸与されたものは業務完了時に、

速やかに返却するものとする。

(3) 本書に記載のない事項は「建築工事監理業務委託共通仕様書」による。この場合「調査職員」を「監督

員」と読み替える。
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別表

工事監理業務処理要領表

処理区分 業務担当技術者 市監督員

備 考

立 指 承 確 検 協 調 報 立 同 確 検 処
業務事項 会 示 諾 認 査 議 査 告 会 意 認 査 理

１．書類関係

工事施工計画(変更)承認申請書 ○ ○ ○ ○

工事工程表 ○ ○ ○ ○

現場代理人、主任技術・監理 ○ ○ ○ ○

技術者選任届

電気保安技術者

工事用電力設備保安責任者

技能資格者証明 ○ ○ ○

施工体系図 ○ △ ○ ○ ○

施工体制台帳 ○ △ ○ ○ ○

材料承諾願 ○ △ ○ ○ ○

工事カルテ ○ ○ ○ ○ ＣＯＲＩＮＳ

官公署手続検査合格書 ○ ○ ○ ○ ○ 消防署、警察署

労基局、保健所

県土整備局等

工事部分払検査請求書 ○ ○ ○ ○

工事施工報告書 ○ ○ ○ ○

工事進捗状況報告書 ○ ○ ○ ○

材料品検収願 ○ △ ○ ○ 出荷証明等

同等品使用願 ○ ○ ○ ○ ○

工事報告(進達質疑)書 ○ ○ ○

各種保険証 ○ ○ ○ ○ 火災、建設工事
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処理区分 業務担当技術者 市監督員

備 考

立 指 承 確 検 協 調 報 立 同 確 検 処
業務事項 会 示 諾 認 査 議 査 告 会 意 認 査 理

各種測定結果表 ○ ○ ○

事故報告書 ○ ○ ○ ○ ○

工事中止・解除通知 ○ ○ ○ △ ○ ○

工期延伸願 ○ △ ○ ○ ○

手直完了報告書 ○ ○ ○ ○

工事竣工検査請求書 ○ ○ ○ ○

完成図その他 ○ ○ ○ ○ 保全資料、電子

ﾃﾞｰﾀ

工事写真 ○ ○ ○ ○

２．準 備

敷地調査 ○ ○ ○ △ ○

実施工程表 △ ○ ○ ○

総合施工計画書(仮設計画含む) △ ○ ○ ○

施工図 △ ○ ○ ○

原寸図 ○ △ ○ ○ △ ○ △

試験計画書 △ ○ ○ ○

機器製作図 △ ○ ○ ○

施工計画書 △ ○ ○ ○

３．材 料

調合表 △ ○ ○ ○

材料・製品 △ ○ ○ ○ ○

材料・製品検査（試験） △ △ ○ ○ △ ○

工場検査 △ △ ○ △ ○ △ ○ △
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処理区分 業務担当技術者 市監督員

備 考

立 指 承 確 検 協 調 報 立 同 確 検 処
業務事項 会 示 諾 認 査 議 査 告 会 意 認 査 理

４．施 工

監督員事務所 △ ○ ○ ○

一工程の施工の確認 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ １工程毎

工法提案 ○ ○ ○

ベンチマーク ○ △ ○ ○ △ △

地縄張り ○ △ ○ ○ △ △

遣り方 ○ △ ○ ○ △ △

墨出検査 △ ○ ○ △ △

文化財発見 ○ ○ ○ △ △

根切り完了 △ ○ ○ △ △

発生材処理 △ ○ ○ △ △

地盤改良工事 ○ ○ ○ ○ △ △

載荷試験 ○ ○ ○ △ △

鉄筋組立 ○ ○ ○ ○ △ △ 各部位毎

鉄筋超音波探傷試験 ○ ○ ○ ○ △ △ △

コンクリート工事 ○ ○ ○ ○ △ ○

鉄骨超音波探傷試験 ○ ○ ○ ○ △ △ △

鉄骨締付建方 ○ ○ ○ ○ △ ○

機器搬入取付 ○ △ ○ △ △

各工事区分間の調整 ○ ○ ○ ○ ○ ○

埋設物等重要な施工 △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ｽﾘｰﾌﾞ配管、ｲﾝｻｰ
ﾄ取付等

設備機能試験 ○ ○ ○ △ △ 検査・調整含む
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処理区分 業務担当技術者 市監督員

備 考

立 指 承 確 検 協 調 報 立 同 確 検 処
業務事項 会 示 諾 認 査 議 査 告 会 意 認 査 理

各種測定結果表 ○ ○ △

施工見本 △ ○ ○ ○ △ ○

仕上材、(色)の決定 ○ ○ ○ ○ △ ○

公害関係 ○ ○ ○ ○ ○

部分払検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○

官公署完了検査 ○ ○ △

監理事務所竣工検査 ○ ○ ○

市民協働推進課検査 ○ ○ ○

竣工検査 ○ ○ ○

手直し検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

凡例：△必要とする場合のみ

（注）立会等 用語の定義は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書による。

対象工事により必要となる業務事項を適用する
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発電機

ボンベ庫

GX1 GX2

GY1

GY2

3851850

2
3
0
0

2.112

2.112

計画建物4

2,073.3

ゴミ庫

油庫

4,
0
69

3,
3
70

道
路
幅

員

4
,0

06
道
路
幅
員

前面道路幅員

6,5
00前面道路幅員

6,550

前面道路幅員

凡　例

計画建物配置基準となる敷地からの
数字

440

2
,9
7
0

計画建物1 1FL   （TP+20.805）

平均地盤面 （TP+20.540）ー
2
6
5

集水桝 □1000

VP管 重力配管

C

D:配置基準点

A
B:配置基準線

E

F:配置基準点

G

基準線5を西へ385mm平行移動した線をGX2通りとする

配置基準

基準線2を東へ17,450mm平行移動した線をSX1通りとする

基準線1と直行し点Aを通る直線を基準線2とする

基準線1を南へ12,000mm平行移動した線をSY4通りとする

点Aと点Bを結んだ直線を基準線1とする

計画建物1 

点Cと点Dを結んだ直線を基準線3とする

基準線3と直行し点Cを通る直線を基準線4とする

基準線4を東へ440mm平行移動した線をCX1通りとする

計画建物3

点Eと点Fを結んだ直線を基準線5とする

計画建物4

基準線5を西へ250mm平行移動した線をBX2通りとする

基準線5と直行し点Fを通る直線を基準線6とする

基準線6を北へ480mm平行移動した線をBY1通りとする

点Eと点Fを結んだ直線を基準線5とする

基準線5と直行し点Eを通る直線を基準線7とする

基準線7を南へ2,970mm平行移動した線をGY2通りとする

計画建物5

点Bと点Gを結んだ直線を基準線8とする

基準線8を東へ2,580mm平行移動した線をEvX1通りとする

基準線8と直行し点Gを通る直線を基準線9とする

基準線8を南へ1,635mm平行移動した線をEvY2通りとする

寸法距離を示す

配
置
基

準
寸
法

配置基準寸法

配置基準寸法

配
置
基

準
寸

法

配置基準寸法

配
置
基
準
寸
法

配置基準寸法

配
置
基
準
寸

法

配
置
基
準

寸
法

配置基準寸法

基準線3を北へ13,350mm平行移動した線をCY1通りとする

3.087

2.624

3.087
2.624

1,816 2,914

消防棟

計画建物1
コミュニティ棟

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

棟
渡

り
廊

下
棟

消
防

棟

A-014

配置図

6,5
00

平均地盤面：計画建物1～5に対する、

建築基準法第56条の2の「平均地盤面」

計画建物の地盤面：建築基準法施行令第２条２項の「地盤面」
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冷

ホース棚

棚

ホース洗浄スペース

安全マットタイヤラック

6
,
2
4
8
.
8
4

冷蔵庫

建
物

棟
間

離
隔

距
離

カッパ乾燥

コーナー

防災倉庫

渡り廊下

隣
地

境
界

線

隣地境界線

道
路

境
界

線

道
路

境
界

線

浄化槽

受水槽

QP

ボンベ庫

ゴミ庫

発電機

油庫

3,000

床点検口

棚

棚

PS
UB

喫煙コーナー

目隠しフェンス
床点検口

1/165

8,7005,1007,900

4,900 3,800

・FL±0

上部：車いす
駐車場屋根

上部：アルミ庇

・FL±0

・FL±0

・FL±0

・FL±0

・FL-150

1/165

・FL±0

1,500

16
,0
00

4,
40
0

12
,8
00

8,
40

0
4,

40
0

3,
20
0

3,
78
5

2,
21
5

2,
40
0

27,200

5,500

2,900 5,100

EPS

上部庇

出動準備室

待機室1
乾燥室

待機室2

分署事務室

待機室4 待機室5 待機室6

分団車庫

7
,
9
1
6

6,034

1
5
,
4
7
0

1
,
8
2
0

3,
00
0

WWC

脱衣室

MWC

UB

SU

脱衣室
SK

分団倉庫

上部：通路屋根階段室1

290

EXP.J

EXP.J

階段室２

車庫

除染室

倉庫1

倉庫2

倉庫3

EVホール EV

倉庫4

パントリー

待機室3

廊下1

廊下2

95
0

・FL±0
PS

・FL±0 ・FL±0

・FL-80

SY4

SY2

SY3

SY1

SX2SX1 SX3 SX4 SX6 SX7SX5

1階平面図

CY1

CY2

CY7

CY6

CY5

CY3

CY4

建物間中心線

延焼のおそれのある部分（ 1階）

延焼のおそれのある部分（ 1階）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）

建
物
間
中
心
線

建
物
間
中
心
線

延焼のおそれのある部分（2階以上）

延焼のおそれのある部分（2階以上）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
2階

以
上
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
2階

以
上
）

手摺
手摺

手摺

899.37

6,395 5,7901,75075 2,307.5 2,982.5

6
,
9
2
8
.
7
6

4
,
5
0
0

1
,
3
1
8
.
6
3

1
,
1
1
0
.
1
3

1,816 2,914

階段室3

蹴上　　160mm以内

踏面　　260mm程度

階段幅 1200mm以上

踊場幅    -

BY2

CX1
CX2WX1

WX2CX3 CX4 CX5
CX6

CX7

ハッチ

1 5 6
21

自販機

ピット

FL-110

SK

29,1205,460
5,460

2,730 3,640
5,460

6,370

910 3,640 910

風除室

誰でも

トイレ

MWC

WWC

調乳室

パントリー

多目的室

スポーツジム

更衣室1
更衣室2

連絡所 管理室
キッズスペース

ランドリー

ホール

駐輪スペース

5
,
4
6
0

2
,
7
3
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

3,000
5,000

3,000

3,000

5,000

5,000

5,000
5,000

3,000
3,000

防煙面積1 

7.15㎡

15.69㎡

防煙面積2
26.44㎡

防煙面積3

防煙面積4
31.66㎡

防煙面積5
180.69㎡

2.877m

5
.
0
82

m 0
.
76

6
m

4.594m

1
.
2
22

m

0.
8
86

m

7.045m 歩行距離 22.480m＜40m

1
.
23

9
m
3.328m

2
.4

3
3m

5.694m

2
.
86

6
m

12.795m
歩行距離25.695m＜60m

6.795m

4
.0

9
7m

1
.5

9
0m

0
.4

1
8m

歩行距離15.560m＜60m

7.
6
74

m

3.115m

2.101m
0.635m

歩行距離13.525m＜60m

1
,5

00

1,
50

0

1
,5

0
0

1,500

OP

・自動ドア・電気錠は停電時手動で開放可能

　また、自火報連動して開錠可能

・床高は特記なき限りFL±0

特記事項

・排煙区画の開口部は、防煙垂壁H=500以上

　若しくは、垂壁H=300以上＋常閉不燃戸

・福祉標識はJIS規格に適合したものを使用

凡　例

特

特

不

不

不 不

不

不

不 不

不

不

消

消

消
消

消

消

消

消 消

消 消 消

・家具備品で破線表示は別途工事を示す

・各居室から屋外出口までの避難距離は40ｍ以内

防火区画（兼防煙区画）法35条の2 令 第128条の6

防火区画（兼防煙区画）法26条 令113条

防煙区画（間仕切壁）不燃材

防煙区画（垂れ壁）H=500　不燃材

常時閉鎖式特定防火設備（一号）特

排煙窓

常閉不燃扉

消防有窓対象開口

不

消

煙

特 煙感知器連動閉鎖式特定防火設備（二号）

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(FL+1,200､埋込ハンドル式)

令 第128条　敷地内の通路

有効幅寸法（数値以上確保）

煙

煙

煙

煙

消

煙 煙
煙煙

煙

消

(*,***)

TEL：03-3626-8284　FAX：03-3626-8289

東京都墨田区業平2-14-6ロータスビル3Ｆ

作　　成

発　　行

承　　認 工事名称

図面名称

設計ＮＯ

整理ＮＯ縮　尺

図面ＮＯ

訂正

年 月 日 備　　考

一級建築士　大臣登録第164276号　中野　和敏

実施設計図A3:1/200

R8

R8 01

01 30

30

（仮称）大麻町総合防災センター整備事業

A1:1/100

株式会社　歩デザイン　一級建築士事務所
A-016

1階平面図

階段室1

踊場幅 1200mm以上

踏面　　280mm程度

蹴上　　180mm以内

蹴上　　180mm以内

踏面　　280mm程度

階段室2

階段幅　900mm以上

踊場幅 1000mm以上

階段幅 1200mm以上



上部吹抜

DS

DS
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75

6,034

1
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（重歩行）

子供学習室

コワーク室

WC

PS

EPS

WC

SU

押入

脱衣室

会議室

EV

給湯室
階段室1

EVホール

WWC

分団待機室

倉庫５
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,
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,
1
7
7

3
1
5
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9
5

8
5

5
,
9
5
0

6
3
5

4
4
5

廊下4

階段室2
MWC

SK

1/53

トイレ
誰でも

SY4

SY2

SY3

SY1

SX2SX1 SX3 SX4 SX6 SX7SX5

2階平面図

CY1

WY2

WY1

CY7

CY6

CY2

CY3

CY4

CY5

建物間中心線

延焼のおそれのある部分（ 1階）

延焼のおそれのある部分（ 1階）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
1階
）建

物
間
中
心
線

建
物
間
中
心
線

延焼のおそれのある部分（2階以上）

延焼のおそれのある部分（2階以上）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
2階

以
上
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
2階

以
上
）

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
（
2階

以
上
）

手摺1

手摺1

手摺2

手摺2

上部既製ア ル ミ 庇

手摺

手摺

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
,
5
0
0

1
,
1
1
0
.
1
3

1
,
3
1
8
.
6
3

2
,
0
0
0

3
,
4
0
0

3
,
4
0
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階段室3

蹴上　　160mm以内

踏面　　260mm程度

階段幅 1200mm以上

踊場幅    -

CX1
CX2WX1

WX2CX3 CX4 CX5
CX6

CX7

BY2

BX1
BX2

5 6
21

1

29,1205,460
5,460

2,730 3,640
5,460

6,370

910 3,640 910

倉庫

キッズスペース

吹き抜け

吹き抜け

5
,
4
6
0

2
,
7
3
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

更衣室

物置

5,000
5,000

3,000
3,000

5,000

3,000

3,000

5,000

5,000

24.88㎡

21.48㎡

83.80㎡

41.56㎡

防煙面積5

防煙面積6

防煙面積7

防煙面積8

防煙面積9

180.69㎡

OP

不

不

不

不
不

不 不

消 消 消 消

消

消

消

煙 煙 煙
煙 煙

消

・自動ドア・電気錠は停電時手動で開放可能

　また、自火報連動して開錠可能

・床高は特記なき限りFL±0

特記事項

・排煙区画の開口部は、防煙垂壁H=500以上

　若しくは、垂壁H=300以上＋常閉不燃戸

・福祉標識はJIS規格に適合したものを使用

凡　例

・家具備品で破線表示は別途工事を示す

・各居室から屋外出口までの避難距離は40ｍ以内

防火区画（兼防煙区画）法35条の2 令 第128条の6

防火区画（兼防煙区画）法26条 令113条

防煙区画（間仕切壁）不燃材

防煙区画（垂れ壁）H=500　不燃材

常時閉鎖式特定防火設備（一号）特

排煙窓

常閉不燃扉

消防有窓対象開口

不

消

煙

特 煙感知器連動閉鎖式特定防火設備（二号）

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(FL+1,200､埋込ハンドル式)

令 第128条　敷地内の通路

有効幅寸法（数値以上確保）(*,***)

TEL：03-3626-8284　FAX：03-3626-8289

東京都墨田区業平2-14-6ロータスビル3Ｆ

一級建築士　大臣登録第164276号　中野　和敏

備　　考 作　　成

発　　行

承　　認 工事名称

図面名称

設計ＮＯ

整理ＮＯ縮　尺

図面ＮＯ

訂正

年 月 日

株式会社　歩デザイン　一級建築士事務所

実施設計図A3:1/200

R8

R8 01

01 30

30

（仮称）大麻町総合防災センター整備事業

A1:1/1002階平面図

A-017

階段室1

踊場幅 1200mm以上

踏面　　280mm程度

蹴上　　180mm以内

蹴上　　180mm以内

踏面　　280mm程度

階段室2

階段幅　900mm以上

踊場幅 1000mm以上

階段幅 1200mm以上
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空調機置場

屋上配管取出口

（軽歩行）
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EVEVホール
階段室1

タラップ

SY4

SY2

SY3

SY1
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SY1

SX2SX1 SX3 SX4 SX6 SX7SX5

CY1

WY2
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CY4
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RF 平面図
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CY7

建物間中心線

延焼のおそれのある部分（ 1階）

延
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あ
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部
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CX729,1205,460
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3,000

5,000

5,000

OP

・自動ドア・電気錠は停電時手動で開放可能

　また、自火報連動して開錠可能

・床高は特記なき限りFL±0

特記事項

・排煙区画の開口部は、防煙垂壁H=500以上

　若しくは、垂壁H=300以上＋常閉不燃戸

・福祉標識はJIS規格に適合したものを使用

凡　例

・家具備品で破線表示は別途工事を示す

・各居室から屋外出口までの避難距離は40ｍ以内

防火区画（兼防煙区画）法35条の2 令 第128条の6

防火区画（兼防煙区画）法26条 令113条

防煙区画（間仕切壁）不燃材

防煙区画（垂れ壁）H=500　不燃材

常時閉鎖式特定防火設備（一号）特

排煙窓

常閉不燃扉

消防有窓対象開口

不

消
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